
薬事日報　薬学生新聞

　こんにちは。メディセレのしゃっち
ょう、児島惠美子です。新年度が始ま
りました。薬学部に入学した時に、「こ
れで人生、大丈夫！」とホッとした人
もいるでしょう。６年生になり、国家
試験に合格した時には「よし、これで
人生安定だ！」と喜びに包まる人も多
いことでしょう。
　しかし、何が起こるのかわからない
のが人生です。残念ながらどの状況で
も人生には必ず何か事件が起こり、何
かに巻き込まれ、想定外の出来事が起
こってしまいます。予定通りにはいか
ず、時に理不尽な目にも遭い、それで
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も続くのが人生です。
　薬学部には安定志向の人が多いで
す。確かに国家資格は強いです。リス
トラされても再就職できます。不況で
も医療業界は生き残ります。しかし、
それゆえに有事に弱い人になりがちで
す。人生は冒険です。薬剤師の免許を
取ればそれで安定と思うから、有事の
時に不安になるのです。初めから人生
は冒険だと分かっていれば、安定に感
謝し、幸せを噛み締められます。人生
は試練です。「それでもやるのか？」
と邪魔が入りますし、「邪魔が入って
も耐えられるのか？」と試されます。
　長い人生に向けて今できることに注
力してください。国家試験に一発で合
格できるように、日々知識をつけてい

きましょう。医療のネタは日々の生活
に溢れています。常に医療に興味を持
ってください。そして合否を分けるポ
イントは、優先順位をつけられるかど
うかです。模擬試験を積極的に活用し、
自分の穴を見つけましょう。みんなが
できているのに自分ができていないと
ころがあれば、そこがあなたのやるべ
きところです。
　人生に無駄な経験はありません。ど
んな経験も、皆さんが社会で活躍する
薬剤師となることにつながっていきま
す。転んでも前を向き、血を流しなが
らでも進んでいけばよいのです。失敗
のない人生はありません。失敗した分、
優しい人になれます。薬剤師として共
に社会を支えましょう！
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　大阪薬科大学の学生と教職員が連携して企画した、オンラ
インでの病院合同説明会が４月６、７日に開かれた。38病
院の薬剤師がウェブ会議システム「Ｚｏｏｍ」を通じて、自
施設の特徴や求人内容を就職活動中の薬学生に伝え、質疑に
も応じた。新型コロナウイルスの感染拡大を受け、各大学で
開催予定だった就職説明会は軒並み中止に追い込まれてい
る。こうした状況に機敏に対応した学生からの発案に大学側
が柔軟に応じ、今回の企画が実現した。オンライン説明会は
ほかにも開かれており、感染収束にメドが立たない中で今後、
ウェブでの開催が増えそうだ。

　オンライン合同説明会は２日間に渡
って各日の正午から午後５時頃まで開
かれた。病院薬剤師はそれぞれの職場
から、パソコンやスマホの画面越しに
スライドなどを提示し、自施設の特徴
や職場環境、求人内容などを学生に伝
えた。パワーポイントで作成した資料
を提示する病院が多かったが、調剤室
で働く薬剤師の様子を背景に映しなが
ら説明したり、事前に作成した動画を
使って説明したりする病院もあった。
　学生は主に自宅からスマホ等で参
加。病院薬剤師の説明を聞き、ウェブ
会議システムのチャット機能を使って
質問を投げかけた。
　説明会には全国各地の38病院が参
加した。説明や質疑応答に費やす１病

院の持ち時間は20分。会
議システム内には三つのル
ームが設けられ、複数の病
院が同時並行で説明を行っ
た。学生は入りたいルーム
を選んで参加し、２日間で
最大14病院の説明を聞く
ことができた。６年生を中
心に大阪薬大、京都薬科大
学、神戸薬科大学の学生
345人が参加。一つのルー
ムには平均60人弱の学生
が入室し説明を聞いた。
　今回のオンライン説明会は学生によ
る発案で実現した。大学側に投げかけ
たのは大阪薬大の６年生、松村歩美さ
んだ。松村さんは２月下旬に有志が集

まって発足した「全
国薬学オンライン合
同説明会」の主要メ
ンバーの１人。この
団体は松村さんと、
薬局運営などを手掛
けるバンブーの竹中
孝行代表取締役らが
ツイッターを介して
意気投合し立ち上げ
たもので、３月８日
に初めてのオンライ
ン説明会を開いた。
この説明会には薬局

やドラッグストアを中心に
37社が参加し、全国の薬
学生177人がウェブで説明
を聞いた。
　松村さんは３月６日に大
阪薬大の担当部署を訪問。
３月８日のオンライン説明
会を大阪薬大の学生にも周
知してほしいと依頼した。
大阪薬大では２月20日に
合同説明会の開催が予定さ
れていが、新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響で中止になってい
た。「大阪薬大でも就活に困っている
学生がいるだろう。自分の大学の学生
にも伝えたいと考えた」と松村さん。
この訪問が契機になって松村さんが教
職員にノウハウを提供。大阪薬大の学
生有志とキャリアサポート部教職員の
共催で、４月６、７日にオンラインで
の病院合同説明会を開くことが決まっ
た。
　その結果について松村さんは「学生
が345人も集まり、大成功と言ってい
い。オンラインならではの特性として
席数に関係なく、聞きたい病院の説明
を聞くこともできた。参加した学生か
らも『説明会が中止になり意気消沈す
る中、オンラインでの説明会があって
良かった』との声がある」と話す。

　前年度までキャリアサポート部長を
務めた福永理己郎教授も「既存の合同
説明会に比べ、多くの病院の説明を聞
く機会があった。学生も自宅で気楽に
聞くことができたのではないか」と振
り返る。
　学生主体で運営されたことも特徴
だ。開会や閉会の司会進行は松村さん
ら２人の学生が担当し、各ルームの進
行も７人の学生が仕切った。運営に関
わった大阪薬大の６年生、中川あやさ
んは「知っている学生が進行を担当す
るから協力しよう、質問しようという
意識が、参加した学生にあったと思う。
学生主体の方が緩やかな雰囲気にな
る」と語る。
　大阪薬大は今後も機会に応じて、オ
ンライン説明会の活用を検討する計画
だ。松村さんは「今後も続けたい。５
年生や４年生にバトンを渡し、私は後
輩につなぐ基盤作りに尽力したい」と
話す。
　２月下旬に発足した「全国薬学オン
ライン合同説明会」はその後、３月６
日の初開催を皮切りに、引き続き説明
会を何度も開催している。新型コロナ
ウイルス感染症の収束にメドが立たな
い中で、大阪薬大のほかにも今後、ウ
ェブを活用した説明会の開催は増えそ
うだ。

ウェブ会議システムで画面越しに説明する倉敷中央病院の薬剤師

大学側にオンライン説明会の開催を提案した大阪薬大６年
生の松村さん。当日の司会や進行も９人の学生が担当した
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大阪薬大学生・教職員が共催
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